
報 告 書 （第２回）

みんなできれいにせんまいけ「ごみの見える化大作戦」

実施日 2021年3月28日 時間 9：30～11：30

場 所 氷見市 比美乃江公園

参加者 20名

回収高 300L（30L×10袋）

後 援 氷見市・富山県

協 力 日本たばこ産業・富山応援隊

主 催 富山県地域活性化団体まるごとTOYAMA





細かくなった発砲スチロールが大量に散乱 （人力での回収不能） ＊回収ごみにカウント出来ない



ごみの分類いろいろ



ごみの分類後の記念撮影



公園利用者にも公園のごみをアピール（空き缶・ペットボトル）
一緒に綺麗な公園を維持するにはを考えた
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※ごみのカウントは、吸い殻も
大型ごみも一つ１点としています。
※発砲スチロールはすべて回収カ
ウントは出来ていません。



富山応援隊キャラクターの空き缶くんとスパイダーマンもポイ捨て禁止やごみの持ち帰りをアピール



ごみの大半がプラスチック系で海洋汚染の原因になるモノであった。
タバコの吸い殻とマスク以外は、ごみの劣化が激しく公園利用者のごみで
ないと考えられる。
海岸沿いでよく見られる、発砲スチロール片が風に飛ばされ蓄積されたご
みの吹き溜まりがあり、簡単なごみ拾いの道具ではS、回収不能であるこ
とも今後の課題となっている。

(公財)日本釣振興会「つり環境ビジョン事業」より


